
 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度第１回竹園学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和６年６月３日（月）開会 10:00 閉会 11:30 

開催場所 つくば市立竹園東中学校 図書室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

古久保みどり 今井健之 松本祐輔 倉田廣之 中嶋信美  

後藤秀一 鈴木敏一 長谷川聖修 浜田博文 北島良巳  

窪庭 隆 岩村一代 鷲田美加 田中康海 

竹園東中学校 校長：茂在哲司、教頭：大和田哲也 

教務主任：鈴木優庸 副教務：小神野真人 

竹園東小学校 校長：皆川正美、教頭：岡宮 敏、赤羽岳彦 

竹園西小学校 校長：田中真樹子 副校長：大山英樹 

教頭：永井明子 教務主任：吉村哲一 

その他  

事務局 教育局次長：久保田靖彦 

生涯学習推進課参事：山口健次 

生涯学習推進課課長補佐：瓜阪恵理名 

生涯学習推進課係長：飯島 遊 

社会教育主事：村上和宏 

地域連携教育指導員：酒井和宏 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    １人 

非公開の場合はその理由  

議題 

 

１ 学校運営の基本方針について 

２ 熟議 「地域とともにある学校とは？～学校のハードル

（バリア）を下げる方法～」 

３ その他 

会議録署名人  確定年月日 令和 年  月  日 

会 １ 開会 



 

議

次

第 

２ 任命書交付 

３ 教育長挨拶 

４ 説明事項 

  つくば市のコミュニティ・スクールについて 

５ 会長・副会長の選出 

６ 協議 

(1) 学校運営の基本方針について 

(2) 熟議「地域とともにある学校とは？ 

～学校のハードル（バリア）を下げる方法～」 

(3) その他 

７ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

事務局：ただ今から、令和６年度 第１回 竹園学園コミュニティ・スクール協

議会を開会いたします。 

はじめに、つくば市コミュニティ・スクール協議会に関する規則第６条第２

項では、「会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。」と

しております。本日の出席委員数は 25 名であることから、会議が成立している

ことをお知らせいたします。 

会議を進行するに当たり書記を決めたいと思います。事務局案として竹園東

中学校鈴木先生にお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 

参加委員：承認します。 

事務局：お引き受けくださりありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

２ 任命書交付 

事務局：始めに「任命書」の交付をいたします。任命書の交付は五十音順で代表

者 1 名とさせていただきます。 

（「任命書」を今井委員に交付） 

続きまして、地域学校協働活動推進員の御紹介と委嘱状の交付を行わせてい

ただきます。 

竹園学園で、学校と地域をつなぐパイプ役となる地域学校協働活動推進員を

協議した際、地域学校協働活動の推進に熱意と識見を有する者として倉田廣之

委員、中嶋信美委員、後藤秀一委員を竹園学園から御推薦いただきました。地

域学校協働活動推進員設置要項第３条に該当するものとして、「地域学校協働

活動推進員」を委嘱させていただきたいと思います。 

（「委嘱状」を倉田委員、中嶋委員、後藤委員に交付） 

ありがとうございました。お席にお戻りください。 

なお、この会議において皆様は、非常勤特別職として任命され任期は１年と

なります。また、守秘義務等の責務がございます。御留意ください。 

皆様の任命書については、机の上にございますので御確認ください。委員の



 

皆様の自己紹介に関しては、この後お時間を取らせていただきます。御了承く

ださい。 

 

３ 教育長挨拶 

事務局：続きまして、つくば市教育長森田から挨拶を預かっておりますので、

教育局次長久保田が代読いたします。 

事務局(久保田次長)：森田教育長の挨拶を代読させていただきます。 

皆さんこんにちは。教育長の森田でございます。 

本日はお忙しい中、第１回竹園学園コミュニティ・スクール協議会に参加し

ていただきありがとうございます。また、委員の皆様におかれましては当協議

会の委員を快くお引き受け頂き、深く御礼申し上げます。 

本年度、竹園学園においては、法に基づいた協議会を設置し、「コミュニティ

・スクール」が本格始動します。昨年度１年間の推進会議を通じて、目指す児

童・生徒の姿や、学校と地域が子どもたちのためにどのような協力ができるか

を、時間をかけて話し合っていただいたことと思いますが、その話合いを基に、

より具体的な議論を深めていただければと思います。 

コミュニティ・スクール協議会の設置は、ゴールではなく、スタートライン

であり、また、すぐ目に見える成果が出るとも限りません。しかし、委員の皆様

の力を合わせ、未来を担う子どもたちのために何ができるのかを考えていくこ

とで、必ず、それぞれの学校の実情にふさわしい地域との連携の在り方が生ま

れてくるものと感じております。 

参考として、つくば市のモデル地域として、令和４年度から先行的に「コミ

ュニティ・スクール」を導入した吾妻学園の取組を紹介させていただきます。

吾妻学園では、昨年度、地域学校協働活動推進員のコーディネートにより、「よ

うこそ先輩」と題する卒業生や地域住民による授業を、キャリア教育の一環と

して実施しました。既存の枠組みを活用した地域学校協働活動の事例として、

参考にしていただければと思います。 

 複雑化・多様化する社会の中で、子どもたちがこれからの時代を生き抜く力

を育成するためには、つくば市教育大綱の理念にもあるように、保護者・学校・

地域・行政が協力し、社会全体で子どもの育ちの場を支えることが必要不可欠

となります。委員の皆様におかれましては、つくば市の教育の充実に向け、今

後ともどうぞ御協力をよろしくお願いいたします。 

 

４ 説明事項 

事務局：社会教育主事の村上より「つくば市コミュニティ・スクールについて

御説明させていただきます。 

事務局(村上社会教育主事)：生涯学習推進課社会教育主事の村上と申します。

よろしくお願いいたします。わたくしのほうからは、 

１ つくば市の教育が目指すもの 

２ コミュニティ・スクールとは 

３ つくば市で進めるコミュニティ・スクールとは 



 

について御説明いたします。 

まず、つくば市の教育が目指すものについて御説明いたします 

配布されている教育大綱の冊子を手に取っていただき、１ページをお開きく

ださい。つくば市教育大綱では、一人ひとりが幸せな人生を送る、ことを最上

位の目標に設定しています。次に７ページをお開きください。いま必要なこと

の中に、保護者・学校・地域・行政が協力し、社会全体で子どもたちの育ちの場

を支えることを位置づけています。 

教育大綱に基づいたコミュニティ・スクールの導入をすることにより、今後

地域の多くの人が学校づくりに参画し、地域と一体となり、地域とともにある

学校づくりを進めていきたいと考えています。つくば市の学校教育を所管して

いる学び推進課からは、「学び推進方針」を学校に示しています。みんなが幸せ

を実感できる学園・学校・幼稚園にするために、今年度特に意識していること

は、子どもたちの「自己決定」ができる環境を整えていくことです。また、学び

推進課では「伴走から自走というスローガン」のもと、各学校が生き生きと自

走していけるように日々関わっています。 

続いて、コミュニティ・スクールについて御説明いたします。具体的にコミ

ュニティ・スクールとはどのようなものかを御説明いたします。コミュニティ

・スクールとは、一言で言いますと地域とともに子どもを育む学校と言えます。 

コミュニティ・スクールのコミュニティは地域住民・保護者・学校であり、それ

らが、力を合わせて子どもたちの成長を支えていく学校のことをコミュニティ

・スクールと呼んでいます。もっと踏み込んだ話をさせていただきますと、つ

くば市ではコミュニティ・スクール協議会という話合いの場を設置している学

校をコミュニティ・スクールと呼んでいます。 

竹園学園は今年度、協議会と言って、法に位置付けられたコミュニティ・ス

クールの本格設置となります。 

スライドでお示ししているのが、コミュニティ・スクール協議会の様子です。 

右上、 校長先生が学校運営の基本方針、いわゆるグランドデザインの説明を

しています。中段、下段の写真、熟議を行っています。 

さて、それではなぜコミュニティ・スクールが必要なのでしょうか。 

現在、学校では、「いじめ、不登校」、「教員の業務量増加」、地域では、「地

域社会における支え合いやつながりの希薄化」など、様々な課題が挙げられま

す。また、新学習指導要領では、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創

る」という理念を学校と社会が共有することが大切であると書かれています。 

これらのことから、学校と地域の課題を解決するために、学校と社会が目標を

共有したり、地域と学校が連携して幅広い視点で子どもたちの成長を支えたり

する必要があるのです。 

それでは、具体的につくば市で進めるコミュニティ・スクールについて御説

明いたします。つくば市コミュニティ・スクールには、スライドでお示しして

いる 4 つの機能があります。 

① の機能として、学校運営の基本方針についての承認があります。 

学校運営協議会では第１回目に学園長・学校長が学校運営の基本方針、いわゆ



 

るグランドデザインの説明を行います。 

その基本方針に対して委員の皆様から承認を行うことからコミュニティ・スク

ール協議会がスタートしていきます。ただし、学校運営の責任者は校長であり、

コミュニティ・スクール協議会が校長の代わりに学校運営を決定・実施するも

のではありません。 

②の機能としては、学校運営に意見を述べることができるということです。 

これから始まるコミュニティ・スクール協議会では、皆さんの様々な視点から

御意見を頂ければと思っています。 

③の機能として教職員の任用について意見を述べることができます。 

教職員の任用とは、学校とコミュニティ・スクール協議会が実現しようとする

教育目標等に適った人材を求めることです。例えば、学年主任ができるリーダ

ー性のある教員や外国語活動に力を入れたいので、授業力のある教員求めるこ

となどです。 

④の機能として学校評価があります。委員の皆様と学校の課題について共有

したり学校評価について話し合ったりということをしていきます。 

先ほども申し上げましたとおり、竹園学園は今年度協議会という法に基づいた

本格設置となります。 

委員の立場としても特別職の地方公務員となり、スライドにお示ししている

ような責任のある立場となっていきますので、御協力をお願いいたします。 

委員の立場としても特別職の地方公務員となり、スライドにお示ししている

ような責任のある立場となっていきますので、御協力をお願いいたします。 

先ほど、「熟議」という言葉が出てきましたので、「熟議」について御説明い

たします。「熟議」とは、どのような子どもを育てたいのか。何を実現したいの

か。という目標・ビジョンを共有するために、「熟慮」と「議論」を重ねること

を言います。ひとことで言うと「よくよく、話し合う」ということです。 

熟議では、テーマに対して、委員それぞれの考えを付箋にしるし、模造紙に

貼り付けていくというスタイルが多いです。熟議に参加する委員の方が、必ず

意見を会議に反映してほしいという意図のもとこのようなスタイルをとってい

ます。 

スライドでお示ししているのは、コミュニティ・スクールを自転車に例えた

イメージ図です。自転車で例えるならば、協議会で話し合った内容が前輪及び

ハンドルとなり、「育てたい児童・生徒像」やコミュニティ・スクールの在り方

などの方向性を決める役割を担っています。そして後輪には、地域学校協働活

動が位置付けられます。地域学校協働活動とは、地域と学校が連携・協働して

行う様々な活動のことです。コミュニティ・スクールでは、前輪の協議会で方

向性が決まったものに対して、それを後押しするように地域と学校が連携して

様々な活動を行っていきます。学校の教育活動に対して地域学校協働活動を進

めていくことで、この自転車がスムーズに進むようになります。自転車がスム

ーズに進むようになるときには、今まで以上に学校と地域が連携し、学校を核

とした地域づくりにつながっていくはずです。 

地域学校協働活動の例を一つ御紹介いたします。昨年度、吾妻学園では、「よ



 

うこそ先輩」という学習において、ゲストティーチャーを地域学校協働活動推

進員の方がコーディネートした授業を行いました。このように、地域学校協働

活動が活発になると、地域の方々のかかわりが、児童生徒の幅広い視野をもつ

ことにつながります。また、地域の方々とかかわることで、学校で学んでいる

ことが社会でどのように役立っているかを理解することにもつながります。新

しいことをやらなくてもよい 運営協議会の中で、何が必要か、何をしていく

べきか、地域と学校が熟議し、ともに作り上げていくこと大切です。既存のも

のをベースに、まずは、「学校理解」「地域理解」から進めていければと思いま

す。 

今日お伝えしたいことをまとめます。 

①つくば市教育大綱では、一人ひとりが幸せな人生を最上位の目標としている

こと 

②コミュニティ・スクールは地域とともに子どもを育てる仕組みであること 

③つくば市のコミュニティ・スクールには４つの機能・役割があること 

④熟議を通して皆が共有することが大切であるということ 

⑤地域と学校が連携した様々な活動 地域学校協働活動が始まること 

です。 

つくばの未来の創り手となる 子どもたちのために御協力をよろしくお願い

いたします。以上になります。 

事務局：ただ今の件につきまして、意見や質問はありますか。 

 

５ 会長・副会長の選出 

事務局：協議の前に、会長と副会長の選出を行いたいと思います。選出につき

ましては、つくば市コミュニティ・スクール協議会に関する規則の第５条第２

項に「会長及び副会長は、委員の互選により定める。」とあります。 

 昨年度、座長・副座長として活動していただいた鈴木敏一委員と松本祐輔委

員は引き続き協議会委員になっていただいているので会長を鈴木委員に、副会

長を松本委員にお願いしたいと提案させていただきたいと思います。皆様いか

がでしょうか。 

参加委員：承認 

 

６ 協議 

(1) 学校運営の基本方針について 

鈴木会長：それでは、各学校運営の基本方針、いわゆるグランドデザインの説

明及びグランドデザインを受けての特色ある教育活動について、各学校より御

説明をお願いします。 

○竹園学園長(茂在校長)：学園グランドデザイン（学園要覧）の説明 

・竹園学園だよりの発行について 

 昨年度のコミュニティ・スクールで出た意見より、発行をすることにした 

・学園要覧について 

 教育目標を「竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の育成」としている。 



 

変化が激しい時代で知識を新たな価値にしていくことが求められている。 

JAET の研究指定も受けている。さらに、幼・小・中・高が協力をしていくこ

とが求められる。 

 

○竹園東小学校(皆川校長)：竹園東小学校グランドデザインの説明 

・まなびプロジェクト：JAET の研究を中心に進めている。 

・こころプロジェクト：合理的な配慮を意識して取り組んでいる。 

・あんしんプロジェクト：安心で健やかな学校生活を送れるよう取り組んでい

る。 

・わかたけプロジェクト：学活、特活に力を入れる。 

 

○竹園西小学校(田中校長)：竹園西小学校グランドデザインの説明 

教育目標「笑顔がいっぱい楽しい学校～課題にチャレンジ・よいとこ発見・

つながる喜び～」の中で、多様性を認めていくことが大切である。 

 

○竹園東中学校(茂在校長)：竹園東中学校グランドデザインの説明 

 教育目標「国際社会に貢献できる人間力を育む教育の創造」 

・主体的に取り組むことができる生徒の育成を目指している。 

・目標の実現のためには、地域、保護者との連携が必要になる。 

 

鈴木会長：先生方御説明ありがとうございました。先ほど教育局から説明があ

りましたように、コミュニティ・スクール協議会の機能の一つに、「校長が作成

する学校運営の基本方針の承認」があります。委員の皆様にグランドデザイン

への承認をお願いしたいと思います。令和６年度竹園学園・各校のグランドデ

ザインを御承認いただける方は拍手をお願いいたします。 

参加委員：(拍手) 

鈴木会長：ありがとうございました。校長先生方におかれましては、本内容に

て学校運営をお願いいたします。 

 

(2) 熟議 

鈴木会長：続いて、熟議に移りたいと思います。ファシリテーターを竹園東中

学校の大和田先生にお願いして、よろしいでしょうか。 

大和田教頭：(承認) 

鈴木会長：お引き受けくださりありがとうございます。では、先生よろしくお

願いいたします。 

大和田教頭： 熟議のテーマ 

「地域とともにある学校とは？ 

～学校のハードル（バリア）を下げる方法～」 

①地域とともにある学校とは 

②ハードル（バリア）を感じることは 

 



 

・各グループでの熟議 10 分間 

 

鈴木会長：熱心な御協議ありがとうございました。それでは、各グループで協

議されたことの発表をお願いいたします。 

A グループ 

・登下校時に地域から挨拶をしていいものなのか分からない。 

・学校が何を求めているのかが分からない。また地域が何をできるのかも伝え

らえない。もっとコミュニケーションを図りたい。 

・地域の人材をもっと活用してほしい。 

B グループ 

・地域、保護者が学校の方針を理解する。 

・卒業すると、学校とのつながりが希薄になる。 

・ふらっと立ち寄れる学校（防犯が心配）にしていく必要がある。 

・学校の活動を発信していく必要がある。 

C グループ 

・地域の人が気軽に学校に来ることができる環境を整えることが大切。 

・子どもの成長を助ける。 

・学校から地域に要望を出す。 

・地域に依頼する際に、窓口となるところが分からない。 

D グループ 

・地域人材の活用をしていきたい。 

・地域に支えられる学校をつくりたい。 

・卒業後のかかわりが希薄である。 

・学校からの情報発信が少ない。 

・地域の人が自由に学校に行くことができるシステムの構築する必要がある。 

Ｅグループ 

・学校が身近な存在であることが大切である。 

・コミュニケーションが希薄になっている。 

・防犯、働き方改革などもあるが、交流が少ない。 

・各学校の取組が点になっているので、交流をして線にしていく必要がある。 

 

鈴木会長：ただ今の発表について、御質問や御意見があればお願いします。 

 

（ 後藤委員より ） 

・ラーケーションの活用について 

全県での実施は、茨城県のみ。地域との協力も進めていきたい。 

（ 中嶋委員より ） 

・学校や地域の方と連絡をとる際の窓口をどこにしたらよいのか。 

（ 古久保委員より ） 

・学校と地域を繋ぐことがこの会がある意義なので、私を窓口として繋いでい

くことができるようにしていきたい。 



 

（ 長谷川委員より ） 

・校内フリースクールについて 

 ハートフルＳルームという名称でやっている。２名体制で運営。 

 

村上社会教育主事：地域学校協働活動については、地域学校協働活動推進員が

中心となって働きかける。 

         その中でも、いろいろな方が積極的に関わっていくことが 

大切である。 

 

倉田委員：誰かが単独で動くのではなく、横のつながりが大切。 

     そのつながりの中心が学校であるとありがたいです。 

 

長谷川委員：気軽に話しかけてくれれば、そこから繋がりをつくります 

 

中嶋委員：繋がりをつくりたいが、連絡先が分からない 

村上社会教育主事：学園によっては、委員同士で連絡先を交換して連携してい

るところもある。 

 

鈴木会長：発表者の皆さん、ファシリテーターの大和田先生ありがとうござい

ました。最後に委員のみなさんから何かありますでしょうか。 

 

 (3) その他 

大和田教頭：次回のコミュニティ・スクール推進会議は令和６年 10 月 17 日（木）

10 時から、会場は竹園東小学校を予定しています。第３回は、令和７年２月 19

日（水）の 10 時から会場は竹園西小学校になります。 

 

鈴木会長：それでは、進行を事務局へお返しいたします。皆様、スムーズな運営

に御協力いただきありがとうございました。 

 

事務局：鈴木会長、協議進行、ありがとうございました。本日の会議の内容は以

上となります。 

また、お手元に「つくば市コミュニティ・スクール評価ガイドライン」を配布

させていただいております。こちらは、市教育委員よりコミュニティ・スクー

ルの運営にあたり念頭においていただきたいと示されたものです。提出を求め

るものではございません。折々において御活用いただければと思います。また、

なお、本日の会議の様子を、つくば市教育委員会ホームページにて写真を掲載

させていただきたいと思います。 

 

７ 閉会 

本日の協議の内容は以上になります。なお、本日の会議の様子や写真につい

て、つくば市ホームページへの掲載を予定しています。本日は、お忙しい中お



 

集まりいただきありがとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

 



令和 6年度第 1回竹園学園コミュニテ ィ・スクール協議会

日時 :令 和 6年 6月 3日 (月 )

10:00～

場所 :竹 園東 中学 校  図書室

次  第

1 開   会

2 任命書交付

3 教育長挨拶

4 説 明事項

つ くば市 の コ ミュニテ ィ・ スクール につ い て

5 会長・副会長の選出

6 協  議

(1)学校運営の基本方針 について

・各校のグラン ドデザインの説明

(2)熱議 テーマ

(3)そ の他

。コ ミュニテ ィ =ス クール協議会の今後の予定について

「地域とともにある学校とは?～ 学校のハードル (バ リア)を 下げる方法～」

7 閉  会



令和 6年度 竹園学園コミュニティ・スクール協議会名簿

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 グループ

1 (1)地域住民 古久保 みどり ふるくば みどり 竹園ぶらっと A

2 (1)地域住民 今井 健之 いまい けんし 防災士(茨城県防災士協会) A

3 (2)児童・生徒の保護者 太田 敬 おおた たかし 竹園来小PTA会長 D

4 (2)児童・生徒の保護者 松本 祐輔 まつもと ゆうすけ 竹圏こどもまつり実行委員長 D

5 (3)地域学校協働活動推進員 倉田 廣之 くらた ひろゆき つくば市教育長職務代理者 A

6 (3)地域単校協餌サ活動推進貝 中嗚 信美 なかじま のぶよし
元竹囲東小PTA会 長
元竹園東中PTA会長
RI竹回 曹 由善 お 餌 盤 B

E

7 (3)地域学校協働活動推進員 後藤 秀一 ごとう しゅぅぃち 元竹固西小PTA会長
現衆議院議員政策担当千必密

A

(4)学識経験者 稲垣 和希 いながき かずき 筑波大学スポーツリサーテイノベーター

9 (4)学識絶験者 鈴木 敏一 すずき としいち 竹園束幼稚園長 B

10 (4)学識経験者 辻 武晴 つじ たけはる 竹園高等学校長

11 (4)学
“
戦継欧者 浜田 博文 はまだ ひろふみ 筑波大学教授 E

12 (4)学識経験者 長谷川 聖修 はせがわ きよなお 筑波大学体育系名誉教授 C

13 (4)学識経験者 谷池 正彦 たにいけ まさひこ 竹園西幼稚国長

14 (5)学校長 茂在 哲司 もざい てつじ 竹図東中学校長 A

15 (5)学校長 皆ナil 正美 みなかわ まさみ 竹口東小学校長 B

16 (5)学校長 田中 真樹子 たなか まきこ 竹国西小学校長 C

17 (6)教職員 大和田 哲也 おおわだ てつゃ 竹囲東中学校教顕

18 (6)教職員 鈴木 優庸 すずき まさのリ 竹国業中学校教務主任 E

19 (6)教聯員 小神野 真人 おがみの まさひと 竹園東中学校副教務主任 C

20 (6)教職員 岡宮 敏 おかみや さとし 竹園東小学校教頭 C

21 (6)教職員 赤羽 岳彦 あかばな たけひこ 竹圏東小学校教頸 A

22 (6)教職員 小松 有実 こまつ ゆみ 竹固東小学校教務主任 B

23 (6)教職員 大山 英樹 おおやま ひでき 竹国西小学校副校長 D

24 (6)教職員 永井 明子 ながい あきこ 竹四画小学校教頭 E

25 (6)教瑠l員 吉村 哲一 よしむら のりかず 竹図西小学校教務主任 D

26 (7)関係行政機関の職員 北島 良巳 きたしま よしみ 竹園東児童館長 C

27 (7)関係行政機関の職員 窪庭 隆 くばにわ たかし 竹饉l西児童館長 B

28 (3)教育委員会が適当と認める者 岩村 一代 いわむら かずよ 元竹固東中学校評議員 D

29 (3)教育委員会が適当と認める者 鷲田 美加 わしだ みか えつくば市教育委員 E

30 (3)教育委員会が適当と認める者 田中 康海 たなか やすみ 民生児童委員(千現地区) B
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R41l HI打 ど`学び綻ける敬師と)'さ してJ校内研修A Fll

R42 嘉城県教育ウrttR,HIビコェィクール学校聟llll営

R32 表城県勒育広報,HIEコンタール 優芳賞
常l Zl回 新聞感想コi′ ターI 優秀学校賞

R5年度‐ヤ6年度 荻城県H IE実践指定校

H161文群料判 ;吊国'舛目大掟起生π聟 tヽ

<

25

16

838

545 >

湘 と
鋼 騨

議 貿野 腰 嬰 報 孵 竃籍重法脚 続 校

85S4翻
是艶再

委員会「表現力C)基礎を養う妄語の指導法研究」指

S帥1障
綽

正ゴ 教育機器利用は る期 難 研鞠 腕 校

:附 醜 条 撃緊 将 秘 1澤離 ＼需岳 警 浮汁
開D

l134文郁科学 l彗 1個 1生十1長.能ブJ開 3とを目指す教育課程佃究J指定禎tヽ H4)
H34・1,(tす市教育姿員会(遮偲'特耐)印F究指定時 ヤR勁
H'12 it部 4+学智「〒l学技術庁理t十教育セィヽ■―

「 」すH定校
〔110第40回脚東青巣教育研究大会,栄公開
Hl1 3第 lγ 回聞車ブ_■ ,ク中学校社会ll教 育け「究大会授業公開
Hlと 4小中進務教育開始
t'113難聴学彼1青空学微」の設置
H181学校 、l善鮎資源共官化lt進 ネットワーク事業モデメ1校
H191つ虫す市教育券買去(教育課千」J)研究指定校(‐

‐H2の
I柁04文部Tl学省1学校支桜地域本部事業」指定校
H=13教室lヽ新集
HZl l小中一賛教育開始
I柁HI第3Ь 回生日本教育工学研究脇講去全国大会表城つくtよ 大会授業A聞
112≧ 4 つくげ市教育委員会指瘤4ヽ 中一 tR教 育の研究rVr闊
H2311小 中―コ教育研究つくは十

'大
去研究指て積

HZ4 10全 日本含唱コンクー ル全 国大会無賞受賞     ~
H24Hつくば市教育委員会指定小中―コ教育研究推進校けF究発表会
H25H第 8回小中一員教育全国サミットhつくt∫ 授業公開横
H262第 30回幡谷教育振興財団理科教育優誘横
HZ6 4'部予l学 省調査研究事業学1夜 評価の強化'充実に炉Iけ た宴

脱研究J

ll郵 5中奪匠工計 lttl世神,振興財匝1教 育助成
112S10聞 草音楽 WF究会 女城太去 け1究演奏発表(9年生)

:12611第2g回 聞東甲信越地区i中学校理科教育研究去提業公脚
H2「 H21世 紀の学びを変える iじ 打を活「ヨした小中―要教育研究八

会授業公開
H288 NHK学 校音楽11ン ,ヽ ォι′

「
會賞」受女

HZ8 10学校情報化先進十,認 定
μ294′ 1171■ ック教育増団実鴎研究IH定校
tiZ9 5 区

「立教育政策WF究 所寅鵬研究依
H3つ れ 瞑商農林事務所緑化事業認定枝
H約 11二Ⅲ・:ャ す市教育十今員会指定小中一里教育構進植研究発表会
Rl ll 教室棟新築
RI!Z FB 5こ とも音楽コレクール「景優秀賞」受営1革 日本優秀演奏

会t合 唱)とJ嶋
R511 禽1立 SO,司年記念事業

■
　
ｆ
　
　
ｆ
ｒ
ｆ

FAX 029
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自主 実践 創造
竹園学園グランドデザイン 2024

やり遂げること力てきる児童生徒

創造的:やり遂げるカ

期 (1～ 4学年 )

・ 目標をもって課題を追究する。
・ ICTを活用し、楽しく学Бia

つくばスタイル科 (プレゼンテーション)

中期 (5～ 7学年 )

・ 共に学ぴ高め合う。

・圏得した知識・技能を生かし自分の

者えを表現する。

小中合同学習会 (キ ャリア教育)

後 期 (3日 9学 年 )

・相互に表現したことをもとに、自
分の考えを深める。

・ 好奇心をもって探究する。

対話を取り入れた協働的な学び

主体的:学び続けるカ

一
心
理
か

に
か
か
わ
り
あ
う

・ 伝統や文化を大切にし郷土を愛するE

・ 外国語を用いて累tしくコミュニケーンョ
ンを図る。

・ 異なる文化や者え方を尊重する豊かな
国際感覚を蟹う。

・ 日本人としての自党をもち世界の人々
と親善に努める。

,それぞれのl匿 性や立場を尊重しながら
自らの思いや願いを表現する。

平和の九ンセ~ジ (9学年合唱)外国語活動 つくばスタイル科(国際交流会)

:=  }

｀ P iミ

自
ら
学
び
続
け
る

自ら学び続ける児童生徒

心豊かにかかわりあう

教えから学びヘ 非認知能力の再認識ヘ 管理から自己決定ヘ

協働的:かかわる力

0教職員の共通理解に基づく計
画的・組織的な交流活動

0ピア・サボート活動による「聴く
スキル」の篠得

0学級活動における話合い活動
の活性化

0「特別の教科速億」を要とした
適憾性の涵芸とよりよい人間関
係を築くための教育活動の実践

O特別支援教育の充実

0竹園スタイルの充実
0問いが生まれる課題設定
0多画的・多角的に考える発間
O学びを自覚する振り返り
0単元を通した学習課題の工夫
Ol釘機器の活用による学びの
イメベーションの推進

0学びの連続性を意識し、授業
と家庭学習のシームレスな学
びの充実

0他と協力し、日標を達成する
ことで、成し遂げる喜びや達成
感を実感できる学校行事

0自分で考え.決定するルール
メイキングの案巌

0つくばスタイル科を中心とし
たSDG8の視点にたった持続
可能なキャリア教育の充実

0自 己有用感を高める効果的な
カリキュラムの実践

や
り
選
げ
る

ルールメイキングプロジェクト 鳳瞑のチカラブロジェクト 生徒評議員による学校浄g介

ガ

,学級や学校の一員として
互いに協力してよりよい校風を樹立す

,SDGsの視点にたった持続可能な活動
・ 国際感覚の騒成

,自分たちの学校に必要なルールを
話し合い、つくり上げる活動

や

ー

″

粛

す
■ r

:―▼ ▼

:竺甲手密r申
'営

び4慕學や0馨弊研究 合意r′ 成を目指した脳合し
1人-1合端車の活用 職場体験報告会 (キャリア教育,

ヽ



太陽への船出
夢、そして未来へ

Creative Takezono
竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の育成

すべての子どもの可能性を
引き出す活力ある学校づくり

みんなが幸せを実感できる
学園・学校・幼稚園

国際社会に貢献できる人間力を育む教育の創造

・問いの発見と解決に向けた主体的、探究的な学ぴの充実
。人 と 心 豊 か に 関 わ る 力 の 育 成

・生 徒 の 自 己 指 導 能 力 の 育 成

教えから学びヘ 非認知能力の

再認識へ
鯉 から
自己決定ヘ

O聞いが生まれる課題設定
による主体的、探究的な
学びの推進

。「竹園スタイルの学び」
による授業改善

・アウトプットと振 り返 り
を重視 した授業づ くり

O:ご『の効果的な活用による
個別最適な学びの推進
。一人一台端末を活用 した
シームレス教育の推進

・遠隔授業の充実

・自ら進んで学習課題を解 :

決 している     :
(85。/c以上)    :

・ICを使った授業
`ま

分かり:

主体的に学び続ける
生徒の育成

【数値目標】

やすい。

(35%以上)

0人と心豊かに菌わる力を育
む教育活動の充実

・考え、議論する道徳の授業
の推進

・相手を思いやる心を育てる
ビア・サポー ト活動の充実

。自己有用感を高める小中―

買交流活動の継続

O人権意識を育てる教育活動
の充実

・教育的ニーズに応 じた特別
支援教育の理解 と充実

・外国人生徒等の多様性への

対応

生徒主体の竹目東苧をつく
ろうとみんなで協力するこ

心豊かに関わり合う
生徒の育成

【数値目標】

とができる。

(90%以 上)

O自己決定の場を重視 した
特別活動と生徒指等の充実
と造化

・ 自分たちの課題を主体的に
解決する学級活動の活性化
(ルールメーキング)

0自己判断力、自己指導力を
育てる教育の推進

・つくばスタイル科の充実に
よるつくば次世代型スキル
の育成

・ キャリアパスポー トを活用
したキヤリア教育の充実

【数値目標】
。何事も自ら考え、判断し、
粘 り強くやり遂げることが
できる。

(90%以上)

やり遂げることが
できる生徒の育成

O地域、保護者との連携による学校づくり
コミュニティ・スクールの推進

Oワークライフバランスを重視した働き方改革の推進

竹 園 学 園

学校教育目標

生徒の主1体1性を高め、協働力、創造力を育成する教育
～多面1的・多角1的な視点から熟考する活動を通して～

研究主題



令l琴口6年度

竹園学園lつく1飾立竹園蒲部学校プラ渉脂抽将梯
みんなが幸せを実感弯 る学目・学校・幼稚園

～自― てきる学校。みんなで支え合い、みんなが生き生きした学校～

Υ
CI)

| 
―
ⅢⅢIII― ■|

>目
'旨

― 像

ひびき合い、高め合う楽しい学校

>学 樹 饉 の 重 点

¬ 学校組織マネジメントによる運営
2 教育課程の創造
3 同僚性のあ如 づくり

まなびプロジェクト

個剛最適な学びと
嗣 白u声岸 ぴ―

O「教えから学びへ」の転

換を図つた授業改善
・↑〕園スタイルの学び G日″鞘も・協

種贋向,奮画 ・捷甥U冨説登る唯〕こD
を車由とした探甕的な学びの推進

・探究的な学びを篇説した単元掏戎
・剣轍 家越提髪理進

O iCT教 育囃
・ ICT機器を効果的に活用した授

親 と難
・れ入れ合端末を活用したシームレ

ス教育の推進
・ ICTの活用によ/Ol回隠」最適な学

びと協働的な抑

【数値目標】

自分から進んで学習課題を角改 している

(85‰ )lR5年度回答839,

コンビュークを使った授業は分かりやす

しヽ 6研も)〔静 年度回答83%,

心豊かに関わり合う児童

尊

やり遂げる児童

。ノElジ ェクト型組御こよる学校超当の活性化  ・£卦鋸師 、矯 引面の活用と教育力の10~l上

。
1ヽ中―賞激奮の充実  ・ 1歌えから学ぴへ」の転換を図つた摂業改善  。つく1蔀 GIGAスクーノ1騨

・連撫 協働tこよる教育活動の展開  ・職員酬りの向実による教員の棗質能力の向止  ・働き海改革の推進

>組観目標
0問 いを際究欧 自分の考え各瑠諄後簑魏議霊

'く

り
0個 惚跡誓誌翅り、社郎餅霞陣観助暖醸的恐要静 報 づくり

>ロキ旨す韓

こころプロジェクト

一人一人の教育的ニーズ

に応した,欝―

O 自立と社会参加に向けた

中寺周」辮 礎
・全教職員の取組による校内支日本

布陣Dl欝ヒ
・特別支援教育の視点を生かした学
級経営・授業の正夫

・特月U支援学級。通級指導教到こお
ける支援の充実

O 外国人児童等の多様性へ

の対応
・日本語鱒 の授業の充実
。日本語指導教員と在籍学級担任と
の綿密な連携

【数値日1票】
学校は、子供の気持ちに寄り添いなが
ら教育活動に当たつている
、t硯%)〔R5年度回答9HOo〕

先螢i自分をヨ静、兵めてくれる

lも5%)[R5年度回答80%〕

>「地域・ 解 と庭 を育
―

づくり礎
・コミュニティ・スクールの推進    。学校支援ボランティアの有効濁昭

自ら学び腕する児童

あんしんプロジェクト

安心で健やかな

鶏 韓

O御
・墾ψN覧庭民螂 勇噸
・情報の共有イこよるいじめ、不豊校

響
へヽC過云 翼 落 文如

・教育相言剣本制の充実
・校内フリースクールの有効潮謁

○ 健康・安全に関する自己

管理能力の育成
・安全教育の推進と環境の整備
・蓑護教諭と連携した保健教育の充
実

・l本力の向上を目指す体育授業の改

善
・ l六みgき間の外節 の5'IT」

【雰値目採】
きまりを守 ′́て生活している
(9480)〔 H5年度口答940お l

安全に気を付|サて生活tて いる
(919ち)n5年度回答,[‰∫

わかたけプロジェクト

互いに翻め合い

高め合う集団づくり

O 副め合う学級集団づくり
・脱 居場所」となる学級づくりと

互い1甍忍め合う人間関1系づくり
,学級や学校生渚をよりよくするた
めの話合い酒動の充

~夫

・児童が自己決定する場の確保
。係活ヨlや女千員会活動σ)充実
・児童のいに響く遵徳科②受業実践

O 異学年児童による関わり
合しⅥ荘進

・票学朝 菫班 陥烙Uり班」での交

流による温かな集団づくり
・低学年を中心とした際勿」峰義事

業「イ)かたけ会」の推進

【

'菊

直日採】
学校が楽モンい

0300)〔酪年度回答86%:

友達のよきや頑張りを見付||て おる
G5%)は 5年度日答81ツ61

・ホームページや各不重l更 りによ剰淳 P又発信



す 2024(令和6)年度竹園学園つくば市立竹園西小学校グランドデザイン
【茨城県教育目標〕

ひとりひとりの能力を
P,手9発 し豊かな人間性を
塔う
じょうぶな身体をつく
り たくましい,bを養う
郷土を愛し協力しあう
心を育てる

【つくlぎ市学校教育指導方針〕
みんなが幸せを実感できる学園・
学校・ 幼確国～自己実現できる学
校・ みんなで支え合い、みんなが
生き生きした学校～

【校訓】
なかよく(徳 )

かしこく(知 )

たくましく(体 )

【組衛目標】
1 学んだことを基に自分の

者えを表現できる授業づくり
2 互いのよさやがんばりが

実感できる学級づくり
3 持ち味を生かして協力し合う

学校づくり

7%(学校評価の青定的団答)

り組めるようにす

目白9意
~識

をもって発信

ルメイキ

0人間性豊か、使命感をもつ
0他者と協働し目標の具現化を図る

O学び続ける

いじめはどんなことがあってもいけないことだ

さゝつをする。

りと

り

意題決定
90%さヽつをしている

・ 暦住地校交流における体験

をみつけている

こヽ鋤 虞

90%
4CЮ%

O単元を通した探究的な学びと見取り
・ 単元を導して島に付けたい3つの瀬 aヒカ
・ 新たにチャレンジできる課題の準備
・ K,T。 新聞。本の積極的活用

に伝えられ番
反達の意見を受け入イk

自分の苦え【数値目標】 を相手に分かるよう 3 0路
助新 ことができる考ヽえに冤づく 8 O,rO

・ 問し

・ 多面的・
・ 嚇 用と教科の見海・

0主体的・ 対話的で深し
学び」による授業改善

‐

09年間の系統表に基づく招導改曽
09年間の学びの蓄積・ つながりを踏まえたキャリア教育
・ 8R 「いばらきキャリア・パスポート」の活用
0学国企画会・研修会での「クリティカルな恩警」理解鰈 lL
O学国保健委員会での共通課題とその対策
O想定外を想定した避難副ll練の実施
【数値目欄 9年間の学びの違朧 を意識している 100。た

小中一貫教育

0自己のもつ能力や可能性の伸長
。一人一人の教育的ニーズの把握・ 情報共有

0ユニバーサルデザインの視点による授業・ 環境づくり
0保切小中及び禄日購 関等との連携
・ 個B」嚇 目導浄「回・ 個別の教育支援計画の作成生活用
・ 保護者との定期的な面護の実施
【数値目標】lb配なことがあったらお日3電できる 95%

特別支援叡育の推進

OPTAボランティアや外部講師のリスト作成 。活用
0コミュニティ・スクールでのビジョンの共有、地域との連携・ 協働
0スクールカウンセラー・ スクールツーシャルワーカーとの協ぬ体制
【数値目標】地域資源や人材を活用した教育活動の実践 70%

婆奎写要
0週2日 5時間の週時程・ 児童と向き合う時間の確保
0得意な分野で

―
静 画な議の向上

・ 教臓員との対話(働きやすさX働きがしけで串福度アップ
【数値目標】贈員の平均時間外在校等時に3月 45時間以内

年間360時間以内

教員の費質向上と働きん改革の推進

いつぱい楽しい学校一課護にチャレンジ・よいとこ発見・つながる喜び一

目指す教師像

創造的 :目標に向かってやり抜<

【学本交教育
〒襲顔が

【本校の課題】R5年度学校評価アンケート連威中 奴下の項目
国休み時間はからだを動ん`してしヽる     児童75.8γ。  保護者34.3%
日自分の考えを相手に分んゝるように伝えられる 児童73.2°/。  保護者77.9γ。
□土也域の資源や人材を活用している         教用員55,0。/。

□昨年度より、勤務時間の在校時間が短くなつている
【本校のよさ】★研修による授業力向上教贈員97,1%

教購員76.5%  ☆R5年度平・均時間外在校等時間28.35時間
★学校の勉強は分かる 児童93.3%  ☆学校は楽しい 児お 90%

執職員35.3%
教職員85.3%
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